
                             
 

 

報道関係者 各位                                               2009年6月吉日 
  国立新美術館  

―お知らせ― 

国立新美術館 

アート×サイエンス クロストークvol.2 

『野村仁 変化する相―時・場・身体』によせて 

～皆既日食と、野村仁の月と太陽～ 
 
 

国立新美術館では、5月27日（水）～7月27日（月）まで、『野村仁 変化する相―時・場・身体』を開催中です。

野村仁は、1960年代末から、いち早く写真を使った美術表現に取り組み、「重力」や「時間」を眼に見えるかたち

で示す作品で注目を集めました。物の変化を観察するなかで、「物が今ここに在るとはいかなることか」や、「物

や時間によって成り立っているこの世界とは何なのか」に関心を持ち、やがてその眼差しの対象を、地上の現象

から、空や宇宙、ＤＮＡへと広げ、深めていった作家です。 

 

当展覧会には、「月食」の写真作品や、国立天文台が写真提供した星の作品なども展示されています。折しも 7

月22日（水）は、1963年以来実に46年ぶりに、日本各所で皆既日食が観察できる日です。日食・月食とはどの

ような現象なのかを中心に、天文学の導入部を、第一線で活躍されている研究者の先生に解説していただきま

す。作品がつくられた科学的背景を知ることで、アート好きの方も、科学好きの方もお楽しみいただけるイベント

となっております。日食が観察できる記念すべき月に、展覧会内容も合わせて、相互的に理解を深めていただく

機会になればと思います。 

 

貴媒体での本イベントご紹介を検討いただけましたら幸いでございます。どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

イベント概要 
 

□ 日 時 ： 7月17日（金）18：30～19：00 

□ 場 所 ： 国立新美術館1階 アトリウムにて 

□ 講 師 ： 国立天文台 天文情報センター 縣秀彦先生 

□ 対象者： 一般向け 

□ 参加費： 無料 

ご参加いただいた方には、野村仁展を団体料金にてご観覧頂ける 
引換券をプレゼントいたします。 

 

野村仁 《正午のアナレンマ ’90》   
1990年 和歌山県立近代美術館蔵 

 

一般からのお問い合わせ先 このリリースに関するお問い合わせ先 

国立新美術館 

Tel: 03-6812-9900  Fax: 03-3405-2532 

URL：http://www.nact.jp/ 

国立新美術館 広報担当 （pr@nact.jp） 

〒106-8558 東京都港区六本木7-22-2 

Tel: 03-6812-9925（広報直通） Fax: 03-3405-2532 

 

http://www.nact.jp/
mailto:pr@nact.jp


                             
 

 

展覧会概要 

 

国立新美術館 

『野村仁 変化する相―時・場・身体』 （開催中） 

 

会 期 ： 5月27日（水）～7月27日（月） 

開催時間： 10：00～18：00 ※金曜日は20：00まで（入館は閉館時間の30分前まで） 

場   所 ： 国立新美術館 企画展示室2E 

主   催 ： 国立新美術館 

休 館 日 ： 毎週火曜日 

観 覧 料 ： 一般 1,000円 大学生 500円  

※ 高校生、または18歳未満の方、および障害者手帳をご持参の方(付添の方１名を含む)は無料 

 

展覧会概要： 

野村仁（のむら・ひとし）は、1945（昭和20）年、兵庫県に生まれた現代美術家です。 

野村は、1960年代末から、いち早く写真を使った美術表現に取り組み、巨大なダンボール箱やドライアイスなど

の固体物がゆっくりと形を変え、その様相を変化させていくさまを写真で記録し、「重力」や「時間」を眼に見える

かたちで示す作品で注目を集めました。 

野村は、そうした物の変化を観察するなかで、「物が今ここに在るとはいかなることか」や、「物や時間によって成

り立っているこの世界とは何なのか」に関心を持ち、やがて、その眼差しの対象を、地上の現象から、空や宇宙、

ＤＮＡへと広げ、深めていきました。 

太陽や月の運行の軌跡が美しい形を創り出すことを発見し、いま地球に届いている銀河の光が実は化石になっ

た植物が生きていた時代に生まれたものであることの不思議さなどに魅了された野村は、それを写真だけでなく、

映像や音、さまざまな媒体を使って表現してきました。その意味で、野村はマルチメディア・アーティストの先駆

けでもあります。 

今回の展覧会は、そうした野村仁の40年近くにおよぶ活動を振り返る、東京では初の大規模な回顧展です。 

 

 

 

プレスリリース、展覧会広報用画像をご用意しております。ご希望の場合は、下記連絡先までお問合せ下さい。 

 

国立新美術館 広報担当 

Tel: 03-6812-9925（広報直通） Fax: 03-3405-2532  

E-mail: pr@nact.jp 

 

           

 

 

 

 

 

 

野村仁 《Cosmo-Arbor ’06》      野村仁《サンストラクチャー ’99》           野村仁 《北緯35度の太陽》 
1999-2006年              1998-1999年                      1982-1987年 京都市美術館蔵 
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